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１.  論文の内容の要旨 
 
位相的場の理論は一種のフェルミオン的な対称性（BRS 対称性と呼ばれる）










Moore-Nekrasov-Shatashvili はこうした位相的場の理論の BRS 固定点の配
置を記述する式が可解模型で知られるベーテ方程式と一致する場合がある事に
気づいた．すなわち彼らは BF 模型と呼ばれる理論に 1-形式の物質場が結合し
た模型である Topological-Yang-Mills 模型を調べ、この模型の固定点の配位が
可解模型の非線形 Schrödinger模型のベーテ方程式と対応する事を示した．BF

















を示した．すなわちゲージ／ベーテ対応が G/G gauged WZWと可積分模型とし
て知られる phase模型の間に存在することが分かった． 
 
さらに、本論文ではこの対応を G/G gauged WZW模型にスカラー場を結合さ
せた模型(G/G gauged WZW Higgs 模型)に拡張できる事を示した．  
このため提出者は G/G gauged WZWH模型に局所化法を適用して、模型の局所
化の配位が q-boson 模型のベーテ方程式と一致する事を発見した．また分配関
数が q-boson 模型のハミルトニアンの固有ベクトルのノルムの和と一致する事
を見いだし、G/G gauged WZWH模型と q-boson系の間のゲージ／ベーテ対応
を確立した。q-boson 系は強結合極限を取ると phase 模型に帰着することが知















い可換 Frobenius 代数が q-boson 模型に現れる物理量を用いて構成された．





















































知られる U(N)/U(N) gauged WZW模型を調べて、その BRS固定点の配置が可
解系として知られる phase 模型のベーテ方程式と一致する事を示した．すなわ
ち U(N)/U(N) gauged WZW模型と phase模型がゲージ／ベーテ対応の関係に
ある事を初めて導いた．更に論文提出者は G/G gauged WZW模型の分配関数が
phase 模型の固有状態のノルムの和に等しい事を示した．この時、N は phase
 6 
模型の粒子の数、WZW 理論のレベルkがphase模型の格子点の数に相当する． 
続いて、論文提出者は U(N)/U(N) gauged WZW模型に余分のスカラー場（Higgs





ムはこの論文で初めて計算された． q-boson模型はパラメータ qを含み、q → 
0の極限で phase模型に帰着する事が知られている．一方、U(N)/U(N) gauged 
WZWH模型の Higgs場も q → 0の極限で脱落しWZWH模型は WZW模型に
帰着することが分かる．従って、U(N)/U(N) gauged WZWH模型は U(N)/U(N) 







上述の U(N)/U(N) gauged WZW 模型の分析は既に雑誌に発表されており





2013 年 6 月 22 日、本論文に関する公聴会が開かれた。申請者は論文の内容
を明快に説明し、また質問に対する応答にも満足すべきものがあった． 
 
